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大学男子バレーボールにおける異なるテンポの攻撃結果と勝敗得失セットの関係について
ーレセプション・アタック局面に着目して－

【目的】
本研究は大学男子バレーボールを対象とし，セットの取得要因分析と強く関係しているレセプション・アタック決定率及び効果率において，異なるテンポ
の攻撃結果が勝敗や得失セットに与える影響の明確化を目的とした．

【方法】
関東大学男子バレーボール１部リーグ所属の12チームにおいて2018年9月から10月に開催された平成30年度秋季関東大学男子１部バレーボール
リーグ戦全66試合252セットを対象とした．各チームのレセプション・アタック局面において，セッターが１stテンポ攻撃の使用が可能となるAパス時および
Bパス時を対象とした．
対象とした試合は，試合会場にてビデオカメラDMC-FZ300（Panasonic社製）を用いて，コート後方の観客席上後方より撮影され，バレーボール
専用の分析ソフトである「Data Volley」および「Data Video」（イタリア，データプロジェクト社製）を用いて必要なデータの入力を行った．各攻撃テン
ポと攻撃種別は以下のとおりとし，勝敗や得失セットに与える影響の分析を行った．
◆１stテンポ攻撃 ： Aクイック，Bクイック，Cクイック
◆２ndテンポ攻撃 ： 両サイドへの平行，ミドルおよびライトエリアからのバックアタック

【結果と考察】
統計処理はSPSSを用いて行った．レセプション・アタック局面における各テンポ攻撃結果と勝敗および得失セットの各項目の相関分析についてPearson
の積率相関係数を用いて算出した．有意確率については5%とした．相関係数が± 0.70以上の係数について「高い相関関係」とし，±0.40以上±

0.70未満の係数を「中程度の相関関係」とした。

１stテンポ攻撃の各項目と勝ち数の関係について分析した結果，被ブロック率（ｒ=-.696），効果率（ｒ=.577）に中程度の相関関係が認
められた．負け数との関係については，被ブロック率（ｒ=.696），効果率（ｒ=-.577）に中程度の相関関係が認められた．得セットの関係に
ついて分析した結果，被ブロック率（ｒ=-.705）に高い相関関係が認められ，効果率（ｒ=.606）に中程度の相関関係が認められた．また，
失セットとの関係については被ブロック率（ｒ=.693）に中程度の相関関係が認められた．セット率については，被ブロック率（ｒ=-.725）に高い
相関関係が認められた（表３）．

２ndテンポ攻撃の各項目と勝ち数の関係について分析した結果，ミス率（ｒ=-.728）に高い相関関係が認められ，効果率（ｒ=-.624）に
中程度の相関関係が認められた．また，負け数との関係については，ミス率（ｒ=.728）に高い相関関係が認められ，効果率（ｒ=-.624）に
中程度の相関関係が認められた．得セットとの関係について分析した結果，ミス率（ｒ=-.712）に高い相関関係が認められ，効果率（ｒ
=.595）に中程度の相関関係が認められた．また，失セットとの関係については，ミス率（ｒ=.689）に中程度の相関関係が認められた．セット
率については，打数（ｒ=-.596），ミス率（ｒ=-.667），効果率（ｒ=.636）に中程度の相関関係が認められた（表４）．

両テンポの攻撃ともに効果率が勝敗および得失セットに関連している結果となった．また，決定率と勝敗および得失セットとの関係が明らかとはいえな
かった要因については，両テンポの攻撃ともに失点が関係していると考えられる．１stテンポ攻撃は，被ブロックによる失点が勝敗や得失セットに影響を
与える要因であるのに対し，２ndテンポ攻撃は，ミス率が勝敗や得失セットへ影響を与える要因であることが明らかになった．

【結論】
１stテンポ攻撃と２ndテンポ攻撃のそれぞれにフォーカスして勝敗およびセットの取得要因について分析した結果，両テンポの攻撃ともにレセプショ
ン・アタックの効果率を上げることがセットの取得に近づくと示唆された．効果率向上のために１stテンポ攻撃については被ブロック率を下げ，２ndテ
ンポ攻撃についてはミス率を下げることによって勝利に近づくことが明らかになった．
本研究は大学男子バレーボールにフォーカスして実施されたため，他のカテゴリーを対象したした場合、結果が異なる可能性が考えられる．


